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＜資料紹介＞

打越遺跡出土の押出型石匙について
おっこし おんだし いしさじ

齊藤麻那（水子貝塚資料館）

1. はじめに

ここで紹介する資料は、富士見市打越遺跡の

包含層から出土し、荒井ほか 1973：第 308 図

188 で縦形の石匙として報告された石器であ

る。その後、資料観察のため来館した橋本勝雄

氏により押出型石匙であることが指摘された

（橋本 2023）
(1)
。今回、再実測の上、観察所見

と現在的評価を報告する。

2. 石器の概要

大きさは長さ 6.1cm、幅 2.0cm、厚さ 0.9cm

であり、石材は硬質頁岩を使用している。
けつ

形態は、左右対称で、断面形は凸レンズ型で、

両側縁は薄く鋭利である（図１）。

素材は縦長の剥片を使用し、上端部に自然面

が残っている。

製作技術は両面加工で、縁辺はやや鋸歯状で

ある。また、縁辺に再加工の痕跡があり、これ

によって石器が当初製作された時よりも小型化

している可能性がある。また、再加工後に使用

された痕跡も確認することができる。

図１ 打越遺跡出土押出型石匙（1/2）

3. 押出型石匙とは

山形県高畠町押出遺跡で大量に出土する石器
たかはた

で、縄文前期後葉から末葉にかけて存在し、良

質な硬質頁岩を使用する。また、形状は基部に

三角形もしくは円形のつまみをもち、おおむね

木葉形であるが（図 2）（大工原 2020）、使用さ
だいくはら

れ、再加工されることにより形状が柳葉型へと

変化していくことがわかっている（図 3）（秦

2010、入江 2021）。製作技術としては、石器の

両面を交互に押圧剥離する交互剥離加工でつく

られている。これは石槍系押圧剥離技術と呼ば

れており、石器の中央まで加工が施され、個々

の剥離面が大きく、等間隔に稜線が並ぶもので、

東北日本で見られる高度な押圧剥離技術であ

る。関東以西には伝播していないものの、この

技術で製作される押出型石匙は関東や中部地方

でも出土例があり、威信材（大工原 2008）、ま

たは実用品として（橋本 2023）搬入されたと

考えられている。また、関東地方では、搬入品

の形態を真似して製作された模造品が出土する

こともある。

富士見市近辺の例として、ふじみ野市鷺森遺

跡では押出型石槍の模造品が出土している。押

出型石槍は、押出型石匙と同様に東北地方で石

槍系押圧剥離技術によって製作される槍で、石

匙と合わせて押出ポイントと呼ばれている。鷺

森遺跡で出土したものは、直接打撃によって製

作されているため、石槍形押圧剥離技術をもっ

てつくられた押出型石槍の搬入品ではない。こ

こから、富士見市近辺でも東北地方から搬入さ

れた押出ポイントの形態を模倣していたことが

推測できる。
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図２ 押出遺跡出土押出型石匙完成品（1/2）

図３ 押出遺跡出土押出型石匙刃部再加工品（1/2）

4. 考察

打越遺跡から出土した押出型石匙の材質は、

東北地方で採取される硬質頁岩である。また、

石器の中央までよく加工され、一つ一つの剥離

面が大きくほぼ等間隔な稜線が並ぶため、製作

技術は東北日本特有の石槍系押圧剥離技術によ

って製作されているといってよいだろう。

押出型石匙は縁辺の膨らんだ部分を刃部とし

て、イネ科の植物の切断に伴い使用され（鹿又
かのまた

2009）、再加工によって刃部を再生し、繰り返

し使用していたことが指摘されている（秦
はた

2010）。この刃部再生の繰り返しにより、縁辺

のふくらみが細くなり、木葉形から柳葉形に形

態が変化していく。打越遺跡出土の押出型石匙

も縁辺に再加工された痕跡があり、刃部再生さ

れたものの可能性がある。

これらから、打越遺跡出土の押出型石匙は、

東北地方で石槍系押圧剥離技術によって製作さ

れ、その後使用、刃部再生され小型化し、何ら

かの形で打越遺跡に搬入されたものと推定する

ことができる。

5. まとめ

ここまで、打越遺跡出土の押出型石匙につい

て紹介してきた。石材、製作技術、再加工の痕

跡などから、この石器は東北地方から打越遺跡

に搬入されたものだと推定した。

市内からは頁岩製で押出型石匙に似た形態の

石器が他にも出土している。今後はそれらも検

討し、この地域における押出型石匙について、

理解を深めていきたい。

註

(1) 橋本 2023 において、本文での言及は無いが、分布図

及び表で、打越遺跡における東北頁岩製「尖頭形両刃石匙」

（押出型石匙）の出土が示されている。
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